Rinnai 家庭用 

取巧説明書 

保証書付 


システムキッチン用くビルトイン]ンロ> 


型式 

型式の呼び 

RS 31 M 2 A 2 R 

AE 31 MG 2 

RS 31 M 2 AR - L/R 

RX 31 M 2 K 1 R 

KBE 61 M 2 K 1 R 

RS 31 M 2 KR - L/R 

NTR 1 R 

RS 31 M 2 KR-R 



このたびはブリル付ガスビルトインコン□をお買い 
上げいただきまして、ありがとうございます。 


よく読んでま全に正しくお使いください 


参ご使用の前に、この取扱説日月書と裏表紙の保証書をよ 
くわ読みのうえ、安全に正しくお使いください。 

参お読みになつた後は、大切に保管してください。 

•この機器は家庭田ですので、業務田のような使いかた 
をされまずと著しく寿命が縮まりまず。 

♦この機器は国内専用です。ミ毎外では使用できません。 
参この取扱説日月書の他に設置説日月書があります。機器の 
移設、取り替え、修理の際に必要となりますので取扱 
説日月書といつしょに大切に保管してください。 

参取扱説日月書を紛失した場合は、お買い上げの販売店、 
または当社事業所に連絡して再購入してください。 


〇全□センサー搭載 

1 ンヴーコン □ 


こんなときも 
あわてないで 




火が消えた 
参火がつかない 
参火がルさくなった 


Si センサーコン□の 
ま全機能がはたらい 
ています 


羊しくは46ページをご覧ください 


























































なるほどだま I & Si センサーコン □ 

温度を見守る温度センサーで、 

安瓜便利機能を巧実をせた新しいコン□でず。 

-、お- 75—の消 L 忘れゃ、 

¥天ぷらミ由の過熱を未然に防止 


なべ底が高温になると、 
自動的に弱火になるち全設計 

_、^こ煮ものなどで 
¥ 焦げつきはじめると、 
初期段階で白動消火 


①通常時 

温度センサーのはたらきにより、がめものやいりもセンサー解除は温度センサーがまつたく作動しなくなる機能で 
のなど比較的温度の高い調理や、なべの空焼きをしはなく、①通常時よりも高い温度まで調理できる機能でず。 

たときに、強火•弱火を自動で調節したり、自動でセンサー解除を使巧した場合でも、なべの異常過熱を防ぐため 
火を;'肖したりしまず。 に、強火•弱火を自動で調節したり、自動で火を;'肖したりしまず。 

センサー解除してから最長30分で自動で火を;'肖しまず。 
センサー解除中は、焦げつき消火機能や天ぷらミ由過熱防止機 
能は作動しません。 



◊温度センサーのはたらき 



②センサー辭除時 















































































お問い合わせの多い項目です 


画羊しくは46 ページ 

n 勝手に 

乂がルさくなったり、 

乂が消える 

■ S センサーコン□の安全機能が 
はたらいていまず。 

曰センサー解除したのに、 

勝手に乂がルさくなったり、 
乂が消えたりずる 

■ すべての安全機能が解除された 
わけではありません。 

且乂がつかない 

■ もしかして乾電池？ 


を< じ 

各部のなまえ . 3 

イ更利機有 g で楽しく調理 . 5 

安全なご利用のために 

安全上のごを意 （必ずぉ守りくださぃ） 6 

安全上のごを意（使用編） . 7 

安全上のごを意（設置編） . 13 

このコン□について_ 

知っておいていただきたいこと…]4 

安全機能 . 15 

便利機能 . 16 

毎曰の使いかた 

コン□の使し、かた（基本の操作） ……17 

揚げものをする . 19 

炒めもの.いりものをする . 21 

お湯をわかす . 23 

ごはん*おかゆを炊く . 25 

グリルの使いかた . 29 

長くご利用いただくために 

曰當点検とお手入れの道具 . 33 

部品の取り付けと取りはずし………35 

お手入れのしかた（コンの . 37 

お手入れのしかた（ブリル） . 39 

乾電池を交換する . 40 

よくあるご質問 （ Q & A ). 41 


ブザーが鳴って、こんな表示が出たら47 
交換部品-別売部品のご紹介………49 
長期間使用しない場合/仕様………50 
アフターサービス/廃棄時のお願い引 
保証書 . 裏表紙 



■焼網は使用しない 

トッププレートに落ちた 


r 0 

ミ由などが発火したり、機 
器の異菌過熱のおそれが 

焼網 




あります。 




2 









































各 pB のなまス 


♦図は強火カバーナーが左側の機器で説明してありまず。 
ごとくル 

ごとく大 


強火カ バーナー 


電池ケースふた 

ブリルとびら 
ブリルとびら取っ手 



ル バーナー 
標準バーナー 
排気 □ 

排気□カバー 


トッププレート 
グリル焼網 
ブリル皿 
ブリル皿受け 


正面 


電池ケースふたを開けたところ 


強乂カバーナー用 
火力調節つまみ 


ルバーナー用コン □ 
火力調節つまみ 


ブリル用 
火力調節つまみ 


強火カバーナー用 
操作ボタン 


巧コ 

C '，ウ* 


電池ケース 
点火□ックつまみ 

電池交換サイン 


ルバーナー用コン □ 
操作ボタン 


標準 バーナー 用 
火力調節つまみ 


[ック ► 


苗き I 


点火□ックつまみ 
グリル用操作ボタン 
コン□-グリル操作部 標準バーナー用操作ボタン 


t 各部のなまえ 
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r. 


強火カバーナ ー• 標準バーナー 


ル バーナー 


温度センサー. 

立消えま全装置 
(炎検知部） 


(点火プラグ) 


バーナーキャップ 



立 織離 置 



バーナー本体 


ルバーナーは立;'肖え安全装置の位置が 
違いまず。 


操作部 


参強火カバーナーが左側の機器の場合 


ブリル 


ろイマー 


た ンサー解除 
スイッチ-ランプ 

が21 ページ 


をコン □ 


湯わかし/炊飯 
スイツチ-ランプ 

缺23 - 27 ぺ-ジ 


0 © 


0解除中 
3砂押し 


它ンサ-辭除 


0200 
0180 
0160 


0おかゆ 
0ごはん 
0湯わかし 




グリルタイマー 
スイッチ •表示部 

が31 ページ 


参強火カバーナーがち側の機器の場合 


揚げもの 

スイツチ-ランプ 


ブぺージ 


J 


' グリル 

をコン □ 

ちコン □ ^ 

( 

タイ7— 

) 

0 おかゆ 

0 ごはん 

0 湯わかし 

0200 

0180 0 お除中 

0160 3抱)巧し 

3 ® 

4 # 

か じンサ-解除 


V 


ノ 





























































便利機能で楽しく調理 


便利機能を上手に使って、楽しく調理しましょう。 


揚げものをずるとき 

19 ぺ-ジ 

揚げものモード 

感 

職-: 夕 。 

け 7# 么， 

きギョ-ザ \ 
お好み焼き 
\ にも使えま^ 

炒めもの、いりもの、 
あぶりものを 
ずるとき 

厮21 ぺ-ジ 

センサー解除 

' V 

, 、 

じンサ-解除 

\ / 

、 ' 


/ ぎんなん\ 
ごまを 

\ いるときにち y 

お湯をわかずとき 

厮2 3 ぺ-ジ 

湯わかしモ-ド 

雜參 

易わかしに 

ごはん•おかゆを 
炊くとき 

厮27 ぺ-ジ 

炊飯モード ^ 

雜が 

/ 雑穀米 \ 

( 麦ごはんち） 

V す欠けまずノ 


便利機能で楽しく調理 
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安を上のご注意(射ぉ守りください) 


■お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止ずるため 
必ずお守りいただくことを次のよラに説明していまず。 

■レソ下に示ず表示と意味をよく理瞄してから本夕をお読みください。 


のの^【周 


この表示を無ネ見して誤った取扱いをずると、人が死亡、重傷を負ラ危険、 
または火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容をおしていまず。 



この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う可能性、 
または火災の可能性が想定される内容をおしていまず。 


A ミ主意 


この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性や物的 
握害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


■絵表示には次のような意味がありまず。 


Q 


この絵表示は、してはいけない 
「禁止」内容でず 


(g)(1)® 


火気禁止 


接触禁止 


分解禁止 


A 


この絵表示は、気をつけていただきたい r ミ主意喚起」内容でず 


〇 


この絵表示は、必ず実行していただきたい「強制」内容でず 


の 


この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が死亡、重傷を負う危険、 

または火災の危険が差し迫つて生じることが想定される内容を示していまず。 




义気禁止 


〇 


ガス漏れに気づいたら 

■絶対、火をつけない 

■電気器具（換気扇など）のスイッチの入/切をしない 
■電源プラグの抜き差しをしない 

■周辺で電話を使用しない 

炎や火花で引火し、爆発事故を起こすことがあります。 


■すぐに使用を中止ずる 

①ガス栓（ねじガス栓）を閉める。 

③窓や戸を開けガスを外へ出す。 

⑤外に止!て、もよりのガス事業者（供給業者）に連絡する。 




B 蠢上 G ご讓(尝ぉ{す<ださい) 
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まを上のご注意 


(使用編) 


A 警告 


この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が死亡、重傷を負う可能匹、 
または火災の可能 I '生が想定される内容を示していまず。 


Q 


コン□には 

■コン□をおおラよラな大きな鉄ホ反やなべは使用しない 

■アルミはく製しる受け、省エネごとく 
などの補助員は使用しない 

一酸化炭素中毒や機器の異南過熱のおそれがあります。 

■焼網は使用しない 

トツププレートに落ちた;'由などが発火したり、 

機器の異菌過熱のおそれがありまず。 




焼網 


トッププレートには 
■衝撃を加えない 
■上にのらない 

トッププレートにひびが入ったり、欠けたりすると、けがなどの思 
わめ事故の原因になりまず。万ートッププレートが破損した場合は 
絶対に触6ず、すぐに修理を依頼してください。 


Q 




J 


區 


■センサー解除で揚げもの調埋をしない 

調理巧の温度が高くなり、発火するおそれがあります。 



Q 




■が気□にはふきんやものをのせた 
り、アルミはくなどでふさがない 

■排気□のまわりにはものを置かない 

異菌燃焼による一酸化炭素中毒や火災、 
機器焼損の原因になりまず。 


ガスコン□の近くには 

■爆発のおそれがあるものを置かない 

圧力が上がり、爆発のおそれがあります。 
•スフ°レー生 

•カセットコン□用ボンベなど 

■引火しやずいものを使用しない 

火災の原因になります。 

•スプレー-ガソリン-ベンジンなど 

■燃えやずいものを置かない 

火災の原因になります。 

• 機器の上方に調味料ラックなど 
• ぺットボトル-プラスチック類 
•ふきんやタオル-調理ミ由など 






1 

1 



Q 


使用中には 

■機器から離れない 

■就寝•外出をしない 

•調理中のものが異菌過熱し、 
火災の原因になります。特に 
揚げものをしているときはを 
意してください。 

•ブリルを消し忘れると、調理 
中のものに火がつくことがあ 
りますのでを意してください。 

•調理物（魚など）の種類によ 
つては、ブリル過熱防止セン 
サーやグリルタイマーが作動 
ずる前に発火ずるおそれがあ 
ります。 

• 電話や来客の場合は必ず火を 
消してください。 


^安全上のごを意(使用編) 
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Q 


揚げもの調理の際には 

■冷凍食材をなベの底面中央に密着させた状態で揚げ 
ものをしない 

なべの底面中央（温度センサーの接触位置）にを凍食材が密着 
した状態で揚げもの調理をすると、温度センサーがなべ底の温 
度を正しく検知しないため、発火するおそれがあります。 

■複数回使った調理油で揚げものをしない 



S) 


:令ま食材をなベの底面中央(温度セ 
ンヴーの接軸位置)に密着させない 



何回も使用して茶褐色に変色した調理ミ由、にごつた調理ミ由、揚げカスなどがホんだまま残 
っている調理ミ由は使用しないでください。発火が起こりやすくなる場合があります。 


■揚げ過ぎない 

豆腐などの水分の多いものや、巧つきのコ□ッケなどの破裂しやずいものなどは、特にを 
意してください。長時間揚げ過ぎるとミ由が巧び散り、発火や、やけどのおそれがありまず。 



■揚げものは食材全体がつかるまで調埋油（必ず 200 m ぶ切上）を入れて巧ラ 


調理;'由の量が少なかったり、減ってきたりずると、発火ずるおそ 
れがあります。 

特にフライパンなどの底が広いなべで揚げものをする際は、食材全 
体が調理ミ由につかっていないと、発火するおそれがあります。 



グリルは 

0 ■グリル石やグリルシート、 

アルミはくなどをブリル皿に 
使用 I ‘なし、 

異菌燃焼による一酸化炭素中毒や、 
機器損傷の原因になります。 

■脂が多く出る調埋時はグリル 
皿、ブリル焼網にアルミはく 
を敷かない 

アルミはくの上に脂がたまり、過熱 
され、発火するおそれがあります。 

■ブリルとびらに魚などをはさ 
みこまない 

魚などが燃えたり、ワークトップを 
焦がしたり、機器の上部が過熱され、 
やけどのおそれがあります。 


〇 ■グリ;レ庫のに食品くずやふきん 
などがないことを確認する 

■ブリル皿にたまった脂、グリル焼 
網についた巧や食材はご使用の 
つど取り除く 

食品くずやふきん-脂が燃えて、発 
乂や火災.やけどのおそれがありま 
す。 


A ■コン□使用中は身体や衣服が 
炎におづかないよラにを意ずる 

衣服に炎が移ってやけどのおそれ 
があります。 

また、温度センサーがはたらいて 
炎が自動自勺に大きくなったり、風 
で炎があお6れてなべ底か6あふ 
れ、衣服に移ることがありますの 
で、を意してください。 , 


使用後は 




■操作ボタンを戻して、 

火が消えたことを確認する 

■ガス栓（ねじガス栓）を閉める 

消し忘れによる火災の原因になり 
まず。特にブリルは消し忘れをし 
命ずいので、必ず火が消えたこと 
を確認してください。 


異常時は 




■乂を消し、ガス栓 
(ねじガス栓）を閉める 

地震、火災、異苗な燃焼-臭気- 
貫苗音を感じたときは、ずぐに使 
用を中止してください。 

巧=41〜4んィを確認し、必要に 
応じてお買い上げの販売広または 
フリーダイヤルにご連絡ください。 

















































接独禁止 


僅 


使用中、使用直後は 

■操作ボタン*操作部*つまみ-グリルとびら取っ手切タトは軸らない 

やけどのおそれがあります。 

ブリルのみ使用してもグリルバーナーの炎や排気の熱により、トッププレートは熱くなり 
ます。また、ビルトインオーブンを設置している場合、コン□やブリルを使用していなく 
ても才ーブンを使用すると、トッププレートや排気□カバーが熱くなります。 

1力所のみコン□を使っている場合でも、使っていないコン□側のトッププレートも熱伝 
導で熱くなる場合がありまず。触らないようを意してください。 

■ブリルとびらに水や洗剤をかけない 

ガラスが割れてけがのおそれがあります。 


0 


■点乂ずるときや使用中はノ ーナー 
付近に顔を近づけたり、グリル 
とびらを開けてのぞき込まない 

炎や熱で顔をやけどずるおそれがありまず。 




排気□には 

■手や顔などを近づけない 

■なべの取つ手をが気 □ に向けない 

高温の排気が出ます。やけどにを意して 
くださし、。 

なべの取っ手が過熱され、取っ手を焼損す 
る原因になります。 




■コン□には石焼いもつぼ 
などの空焼きをずる調理具 
は使用しない Q 

異苗過熱による —— 

機器損傷の原因 
になります。 



Q 


■片手なベやル径なべ、へこんだ底 
丸い底*滑りやすい底のなべは不 
安定な状態で使用しない 


なべが傾いたり、滑ってや 
けどのおそれがあります。な 
ベの取っ手はごとくのツメと 
同じ向きに置いて機器手前 
にはみ出さないよラにし、 
中華なベなどの丸底なベ 
は取っ手を持って調理す 
るなど、安定した状態で 
使用してください。 


取っ手 





/ごとくのツメ 


取っ手とごとくのツメ 
の方向を合わせる 


〇 


■軽いなべは調理物を含めて300 g 
切上で調埋する の 

軽いなべや取っ手が重い ^ 

片手なベは、温度センサー 
によって巧し上げられて倒 
れ、やけどのおそれがあります。調理中にふ 
たを取ったり、水分の蒸発などで軽くなって 
もなベが傾くことがありまずので、取っ手を 
持つて安定した状態で使用してください。 





■幼いおモ様だけで 
軸らせない 

やけどやけがなど思わめ事故の 
原因になります。 


まを上のご注意 


(使用編) 


A ミま意 


この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が傷害を負う可能性や物白勺 
損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


詞安全上のごを意(使用編) 

霜 
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(つづを) 


Q 


■操作部やブリルとびらには強い力を加えない 

手で巧さえたり、ぶら下がるとけがや機器損傷、誤作動の原因になります。 

■操作部には水や洗剤を直接かけない 

誤作動の原因になりまず。 


/ C \ ■機器に風を当てない 


■調埋切タトに使用しない 

V V 扇風機やエアコンなどの風が当たると安 


VV 衣類の乾燥や練炭の火起こしな 

一 全機能が正しくはたらかず、機器損傷や 


どをすると、火災や機器焼損の 

誤作動の原因になります。 


原因になりまず。 



A 


〇 


〇 


■使用中は必ず換気扇を回ずか、窓を開ける 

• 換気をしないと、不完全燃焼による一酸イヒ炭素中毒のおそれ 
があります。 

•こんなときは窓を開ける。 

屋内設置で自然排気式給湯器-ふろがまを使用している場合 
は、窓などを開けて換気してください。換気扇を回すと、排 
気ガスが逆流して一酸化炭素中毒のおそれがあります。 


点火しない場合は 

■操作ボタンを戻して、ミ肖乂の状態にし、 

周囲のガスがなくなってから再度点乂する 

すぐ点火操作をずると周囲のガスに引火して、衣服に燃え移っ 
たり、やけどのおそれがあります。 


■やかんやなべの大きさに合わせて火力調節ずる 

火力が強いと取っ手が焼損したり、手を触れるとやけどのおそ 
れがあります。 


〇 


機器の点検-お手入れ-まわりのお掃除の際は 

■機器が冷めていることを確認ずる 

調理後は、高温のため触れると、やけどのおそれがあります。 

■ガス栓（ねじガス栓）を閉める 

誤って点火した場合、やけどのおそれがあります。 

■操作ボタンを□ックするな=18 ペリ 

不用意な点火を防ぎまず。 

■必ず手袋をずる 

手袋をしないとけがのおそれがあります。 

■バーナーキャップを水洗いしたときは、 

水気を十分ふき取ってから取り付ける 

炎□がめれたまま使用ずると点火しなかったり、異菌燃焼の原因になります。 



一靈上のご S 震編) 
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まを上のご注意 


(使用編) 


L 

K 、、 ■■■ 

この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が傷害を負う可能性や物白勺 
損害のみの発生が想定される内容を示しています。 



温度センサーは 

■強いショックや力を加えたり傷をつけない 

変おや傾きにより温度センサーが正しくはたらかなくなり、 

調理ミ由が発火するおそれがあります。 

■お手入れはこまめに巧い、上下にスムーズに動くことを確認する 

•動きが悪いとなべなどが傾き、お湯などがこぼれやけどのおそれ 
があります。 

• ス厶ーズに動かない場合は、必ず点検•修理を依頼してください。 


S) 

〇 


接軸禁止 

0 


〇 



グリルは 

■魚を取り出すときなどは手や腕をブリルとびらやガラスに軸れない 

やけどのおそれがありまず。 

ブリルとび6はいっぱいまでミ I きおしてください。 

■魚を焼き過ぎない 

魚に火がつき火災の原因になります。 

ブリル庫巧で魚などが燃えたり、たまった脂に引火した場合は、 

① 操作ボタンを巧して火を消す。 

② 炎が消えるまでブリルとびらを開けない。 

③ 消火後、点検を依頼する。 

■ブリルとびらを開けたまま使用しない 

ブリルとびらを開けたまま使用したり、ひんぱんに開けたり閉めたりすると、 
ワークトップを焦がしたり、機器の上部が過熱され、やけどのおそれがあります。 

■グリル皿には水を入れない 

水が高温になり、こぼすとやけどのおそれがあります。 

■とり肉などの脂の多い食材を焼くときはを意する 

焼き具合を見ながら、火力調節してください。 

脂に引火して、排気□か6炎が出る場合があります。 

やけどや火災などの原因になります。 

■ブリル皿は水平にゆつくり出し入れし、ていねいに持ち運ぶ 

•ブリルとびらを持ち上げたまま引き出すと途中で止まらず落下します。 

•グリル皿にたまった高温の脂をこぼすと、やけどのおそれがあります。 


—安全上のごを意(使用編) 
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(ごづを) 


お願し、 


• 使用中もときどき正苗に燃焼していることを確認してください。 

• ガス栓（ねじガス栓）を操作して火を消さないでください。 

やけどや思わめ事故の原因になります。 

•熱くなったなべなどをトッフレートのラベルの上に直接置かないでください。 

ラぺ J レが熱で変色したり、損傷したりずることがあります。 

•使うバーナーの操作ボタンを間違えないようにを意してください。 

• トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーター 
な ど電磁誘導加熱の調理機器を使わないで ください。 磁力線により機器が 
故障する原因になります。 

•カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などを煮たり温め 
たりするときは、突沸にミ主意してください。 

突沸現象について 

突沸現象とは、突然に沸とうする現象です。水、牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温 
めるときにささいなきっかけ（容器をゆする、塩、砂糖などを入れる）で生じます。 

この現象が調理中に起きると、なべがはねあがったり、高温の液体が飛び散るため、やけどやけがの 
おそれがありまず。 

突沸現象の予防方法 

♦カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁物の温めは、弱火でかき混ぜなが 
ら加熱してください。猫火で急に如熱しない） 

♦熱々の汁物に、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、少、しをましてから行ってください。 

• なべの大きさにあった火力で如熱してください。 

•煮こぼれにミ主意し、火力調節してください。 

煮こぼれすると機器内部が巧れます。また、トッププレート-ごとく •バーナーなどに煮こぼ 
れが焼きついたりして、機器を傷めるおそれがあります。 

• 火力を弱火にしたときは、消し忘れにミ主意してください。 

•調理中になべをのせかえるときは、いったん火を消してください。 

V _ J 


禁止 



一靈上のご S 震編) 
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■供給ガスと銘板に表示してあるガス種（ガスグループ）が 
一致していることを確認ずる 

•供給ガスと一致していない場合、そのまま使用すると不完全燃焼により、一酸化炭素中 
毒になつたり、爆発着火でやけどのおそれがありまず。 

• 錯板は機器巧後方側面に張つてあります。 f 共給ガスがわからない場合はお買い上げの眠 
売店、またはガス事業者にお問い合わせてください。 

• 機器前面の電池ケースふたを開けると機器情報シールが張つてあります。 

機器のガス種（ガスグループ）が確認できます。 

•転居されたときも、供給ガスの種類が銘板の表示と一致していることを確認してくださし、。 

〈例〉銘板 （12 A • 13 A の場合） 


〈例〉機器情1目シ-ル （12 A ’ 13 A の齡) 


I 型 

を 


□ 

I メー カー名 


12 A 

•13 A 



I 製造年月および製造香号 I 

丽 

11111 

111111 

III 

III 



型式の呼び 


12 A -13 A - 


ガス種 

(ガスグループ) 


0000000 


都巧ガス 


12 A 用 

13 A 用 

ガス消費量 

ガス消費量 


裂造年月および製造空号 


〇 


■可燃物との距離を確実に離ず 

火災ち防条例で定められていますので、必ず守ってく 
ださい。距離が近いと火災の原因になります。 

な下の場合は必ず別売の防熱板を取り付けてください。 
•可燃性の壁（ステンレスやタイルを張った可燃性の 
壁も含む）との距離をを図のようにとれない場合 

防熱板はお買い上げの販売店、またはガス事業者にお問 
い合わせくださし、。 

■設置後機器の周辺を改装する場合も可燃物と 
の距離を確実に離ず 



1 5 cm iU 上 


80 cm し U 上 

CT/^rv-i l、l I— 



(可燃性の壁の場合） 


まを上のご注意 


馈置編） 


A 警告 


この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が死亡、重傷を負う可能性、ま 
たは火災の可能性が想定される内容を示しています。 




分解禁止 


■機器の設置や移動*分解-修理-改造は絶対に巧わない 

•一酸化炭素中毒、ガス漏れ、火災、作動不良の原因になります。 
•専門の技術.資格が必要ですので、機器の設置-移動-取りはずし 
必ずお買い上げの販売店、または当社事業所にご連絡く ださし、。 
※詳しくは、設置説明書を参照してください。 


買い曽えの際には 




安全上のご注意(設置編) 
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知つておいていただをたいこと 


温度センサーについて 


•温度センサーを正しくはたらかせるために、必ずお読みください C 





■温度センサーの上面となべ底が密着していないときは使用しない 

•温度センサーがなべ底の温度を正しく検知できずに、発火や途中消火、機器焼損の原因に 
なります。 

•中華なベ用補助ごとくを使用すると、温度センサーがなべ底に密着しない原因になります。 


温 

度 

ち、 


、なべ底が 
凸凹 


□ 


3 mm じ(上の凹 


' さび•巧れ 
異物力咐着 


■ なべと材料 
の 重量 が 

30 Og 未満 



底が丸い 
ステンレス製 

中華むベ 中華なベ用お助ごとく 




■耐熱ガラス容器、±鍋など熱の伝わりにくいもの、底が漢く広いなべでの 
油調理はしない でで®^ 

ミ由の温度が上がりやすく発火する ^=7 戸う)夕- 

耐熱ガラス容器 ±鍋 底が浅く広いなべ 


おそれがありまず。 


なべの選びかた 


ごはん.おかゆに適したなべについては 、 ty 26ページをご覧くださし、。 


/ 

なべの種類 

参揚げもの 
細の量 200 m 化ソ上) 
参げめもの 

その他の調理 

♦揚げものモード 
ミ由の量 

(500 m £ 〜1 6) 

♦湯わかしモード 
水の量 

(500 m 若〜2若） 

なべ 

フライパン 

顧ミ、 i 同 

!失、 ホー □— 

〇 

〇 

〇 

〇 

材質： 

ステンレス 

厚 

手 

〇 

〇 

〇 

〇 


薄 

手 

X 

〇 

X 

〇 

中華なベ 

巧■質 ■ 

アルミ、銅、鉄 

〇 

〇 

〇 

— 

材質： 
ステンレス 
(底が平らな 
ちの） 

厚 

手 

〇 

〇 

〇 

— 


蓮 

手 

X 

〇 

X 

— 

無水なベ — 

多層なぺ 

〇 

〇 

X 

〇 

需！ガラス綱 

X 

〇 

(ただし、触唯え媚合がありまず) 

X 

X 

やかん お 

— 

〇 

— 

〇 


^厚手： 2.5 mm 上 薄手： 2.5 mm 未満 


:適していまず 

:適していません（湿度を正しく検巧できません） 




中華なベを使ラときは 

• なべ底と温度センサーが密着していることを確かめてから使巧してください。 
•中華なベの種類によってはなべが安定せず、温度センサーが正しくはたらきません。 
• 必ず取っ手を持って調理してください。 


知つておいていただきたいこと 
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まき機能 


L 白動判別機能 


fAsai ( p 準パ'-卜)り、バーナ ー) 


機器が自動で料理の種類を判別し、焦げつき消火機能や天ぷらミ由過熱防止機能などの安全機能 
を選択しまず。（通甫に使用できる状態） 

点火初期は、自動判別機能に設定されています。各モードを使用中、取りミ肖しに設定ずると自 
動判別機能に設定されまず。 


天ぷら油過熱防止機能 


(標準バーナ ー)(； ルバーナ ー) 


調理;'由が過熱されると、自動で火力調節し発火を防ぎまず。 

この状態が約30分続くか、または弱火の状態でも温度の上昇が 
続くと、自動で火がミ肖えます。 



立な 


焦げつき消火機能 


お湖ぶ ga な票準バー-)り、バーナ ー) 


煮もの調理などでなべ底が焦げつくと、自動で火がミ肖えまず。 
なべの材質、調理物の種類、火力によって焦げの程度は異なります。 
※なべ底にこんぶや竹巧などをしいた調理では焦げつきミ肖乂機能 
が正甫にはたらかないことがありまず。 



高温自動温度調節機能 


(標準バーナ ー) 


炒めもの調理-いりもの調理など比較的温度の高い料理や、なべの空焼きをしたときに強火- 
弱火と自動で火力調節し、なべの異甫過熱を防止しまず。 

この状態が約30分続いた場合、または弱火状態でもセンサー温度がさらに上昇した場合は自動 
で火がミ肖えまず。最初に弱火になったとき、ブザーが「ピピピッ」と]回鳴ってお知らせしまず。 
調理にま障があるときはセンサー解除（強火カバーナー）をお使いください。21ベ-シ- 


コン □消し忘れ消火機能 


をお使いくだ 


り票をバーナ ー)( ルバーナ ー) 


コン□バーナーは点火後、約2時間で自動で火がミ肖えまず。 

コン□ミ肖し忘れミ肖火機能の時間は変更ずることができまず。16ぺ-ジ 


じ!消え安全装置 


が化も TBS む票準バ-ナ-)り\パ'-ナ -) しグリル ） 


煮こぼれや風などで火がミ肖えると、自動でガスを止めまず。 



I コン □ • グリル操作ポタン戻し忘れが n らサ臟 nasHBa [標準バーナ~) ( ルバーナー ）( グリル ） 

タイマーや便利機能を使って、自動で火がミ肖えたり、安全機能により火がミ肖えたときに、操作 
ボタンを戻し忘れると、 ] 分ごとにブザーが「ピピッ」と5回鳴ってお知らせしまず。乾電池 
がミ肖耗するので、ずぐに操作ボタンを戻してください。ただし、他のバーナーを使用中は、ブ 
ザーは鳴りません。 

I グリル過熱防止センサー_ C グリル ) 

魚などの調理物を入れずに空焼きした場合や、グリル庫内の温度が異甫に高くなった場合に自 
動で火がミ肖えまず。 


■安全機能 
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湯わかしモードお知らせ時間の設定 


•なべの種類、水の量などにより、お知らせ時間が早く感じ 
たり遅く感じたりずる場合は、1〜5の5段階にお知らせ 
のタイミンブを設定ずることができまず。 

•購入時は「3」の設定になっています。 

□ 強义力/ \'ーナーを点义する。 

あらかじめ水を ォレンジに- 
入れたなべをご 
とくに置きまず。 


変わる 


口 強义カバーナーを点义後 
10秒 L ツ内に、ブリル タイ 
マースイツチ [+/-] 
を同時に3秒む上ブザー 
が鳴るまで巧し続ける。 



g 湯わかしスイツチを巧す。 

最初は 「こ !」に設定されて 点滅 
います。 （ホ) 



EJ ブ U ルタイマースイツチ 
[+/-] を巧す。 


々イ• で- ■***> s . 

、©巧'サ： 



ブリル表示部 

12 3 4 5 

設定内容 

お知らせを も 一標準一 > お知らせを 

早くしたい場を（初期設定）遅くしたい場を 


回操作ボタンを巧して ォレンジが 
消义の状態にする。 ミ肖える 

設定した時間に変更されます。 


•設定をを 



I 設定を変更ずる場合は、2または4から設定してく 
ださい。それでもなお、早くしたい場合や遅くした 
い場合は、 1 または 5 に設定してお使いください。 

I 同じやかん（なべ）を使用しても水の量によってお 
朱□らせ時間が異なる場合がありまず。 


t ン□消し忘れ消火機能時間の設定 j 

• 30 〜90分の間で、10分刻みおよび2時間 i 
に設定できまず。 I 

•購入時は2時間に設定されていまず。 I 

Q 強义カ パーナー を点义する。 

ぁらかじめ水を！茲ジに = 

入れたなべをご 
とくに置きます。 





口 強义カバーナーを点义後 
10秒む内に、ブリルタイ 
マース イツ チ [+/-] 

を同時に3秒] ■ U 上ブザー 
が鳴るまで巧し続ける。 

最初は2時間「--」に設定されていまず。 



0ブリルタイマースイツチ 
[+/-] を巧す。 

3日〜90分の間で、] 0 
分刻みおよび2時間に設 
定できまず。 


[+] スイッチ巧し：最長2時間「--」 
[― ] スイッチ巧し：最短30分「3日」 



凸操作ボタンを巧して オレンジが 
消义の状態にずる。 

設定した時間に変更されます。 


〔お知6せ} 



I ずべてのコン□バーナーが同じ設定時間になりま 
ず。パーナーごとには設定できません。 


便利機能 


I カスタマイズ機能 

お出畑 BA り票準パ'-卜)り、バーナ ー) リ票準/、'-卜) 


■便利機能 
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コン□の使いかた语ホの操作) 


準備 


>パネルや操作部の表面に透明のな護シートが張られている場合は、 
ご使用前にな護シートをはがしてください。 


ガス栓(ねじガス栓)を 
全開にする 





>操作ボタンで点火ずる。 


圍•火力調節つまみをスライドさせる。 



■ ■ ■ ■ ■ 66 



弱火斗—►強火 
左ちにゆっくりとスライドさせる 


お知白せ） 


I 点火のとき、火力調節つまみは標準バーナー • 
ルバーナーは「強火」の方向に、強火カバーナー 
は中央の位置に移動しまず。 


こお知 S せ) 


I 火力調節つまみを速く操作ずると、火が消えた 
り、炎が一瞬大きくなる場合がありまず。 


1 n ン□の使いかた(基本の操作) 
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> 操作ボタンで火をミ肖ず。 


オレンジが 
ミ肖える 





I 必ず火が消えたことを確認してくださし、。 


>調理が終わったら、 
を閉める。 


ガス栓（ねじガス栓） 





炒めもの、いりもの、あぶりものを 
ずるときは 

センサー解除して調理してくださし、。窃^ 21ぺ-ジ 
安全機能がはたらく温度を一時自勺に高くし、最長 
30分高温で調理できまず。 

揚げものをずるときは 

揚げものモードで調理してください。が19 ページ 
※揚げものモードを使わないと、調理中に自動で火 
力；消えることがありまず。 




不用意な点乂を防ぐ（点乂□ック) 


幼いお子様のいたずらや誤操作を防ぐため、操作ボタンを□ックずることができまず。 
点火□ックつまみを左ちに動力、ずことにより、解除/□ックができまず。 






M 解除 ■ 




(つまみがち） 


、一 

(つまみが左） 

、_ . 


J 


解除 


□ック 


辭除 


'□ック 


n ン□の使いかた(基本の操作) 
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易げをのをずる 


(揚げち のモー ド) 


>油の温度を一定になちながら、天ぷら-フライなどの揚げものを調理できまず。 

ごとくの中央になべを置く 



適した油の量： 500 m ぶ〜1ぶ 


タイマ_ 


0© 


0お除か 
3砂巧し 


它ジサ-稱除 


0200 
0180 
0160 


0おかゆ 
0ごはん 
0湯わかし 


沒み 


[0 


〇 〇 


※図はずべて強火カバーナーが左側の機器の場合です。 



•なべの大きさに応じた火力にずる。 


' — • 

-.-■■III 66 


弱火^►強火 
左ちにゆっくりとスライドさせる 



>最初は180てに設定されまず。 

点な啸）、0 200 

ホ8。 

ろ160 



4甲ずたびに、かのように切り曽わりまず。 

180°C ——> 200°C ——> 160°C 

A - 取り消し<-1 


( ♦設定温度は調理 q 


I 設定温度は調理中でも変更できまず。 


11揚げものをする 
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【強义カバーナ ー】 


口 200 
•:；18 0 
6160 


押し続けて 
3 砂後 


[1 ミ定温度 I 

n 8 〇に I n 白〇に I 



「2000」 

-•^00 
/ い 80 
0160 


m 



に IOC 」 

討 

6180 
0160 


「160 0 」 


ri 70 C 」 


すべて取り消し 


^ぃが〇 ベい1 


200 

80 

60 


m 




@調理する 


* 設定温度になると、ブザーでお知らせします。 
調理をはじめてください。 


点滅 


点な 


点滅 


点灯 


点滅 


消灯 


j^^Mrogciga- 


揚げもの la 外の火加減が難しい焼きもの調理も簡単に作れまず。 

なべの種類•材質や厚さ、油の量などにより、 


設定温度の目ま 


とりのから揚げ、ホットケーキ、ドーナツ 

160で 

天ぷら、コ□ッケ、焼きギヨーザ、お好み焼き 

180で 

クルトン、かきもち揚げ 

200で 


設定した温度と異なる場合がありまず。 

♦揚げものモードのミ由の温度は、天ぷら用鉄製なベで設定して 
あります。 


170で-190で- 210でに設定するときは 


>揚げものスイツチを巧し、「180で」の設定温度表示ランプを点なさせ、そのまま約3秒巧し続けることで、表示温度 
+10ての設定ができまず。 



>操作ボタンで火をミ肖ず。 


オレンジが 
ミ肖える 



("お知らせ； ) . : I 

1 •調理中は自動で強火•弱火を繰りおして、温度を一定に保！ I 
ちまず。 i 1 



強火 弱火 

• 調理中に火が消えた場合は、設定温度が取り消されまず。 
再度操作を行ってください。 



〇 〇 〇 

0 8 6 

2<V1 





ツツツ 

ピピピ 

ピピピ 

010101 



〇 〇 〇 
0 8 6 
2 な -、1 


惑 


B 揚げちのをずる 
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がめをの•いりものをずる 


こんなときセンサー解除 


炒めもの、いりもの、あぶりものなどで、急に火がルさくなったり、消えてしまう場合、 

じ(下の操作をずると、強火•弱火を繰り返しながら最長30分、通甫より高い温度で使用できます。 
ただし、温度が高くなり過ぎると、安全のため自動で火が消える場合がありまず。 

ごとくの中央にフライパンを置く 



グリル 


タイマ— 


0 © 


0醒陈中 
3秒巧し 

じンサ-解除 


0200 
0180 
0160 


0 




※図はずべて強火カバーナーが左側の機器の場合でず。 


0おかゆ 
日ごはん 
0湯わかし 

每善 


〇点火後、センサー解除スイツチを}甲す 


!!► 


•ランプが点滅から点灯に変わり、ブザーが鳴るまで3秒じ(上巧し続ける。 





点む t ン I 
(ホ） 



ピピピツ） 


>食材を投入し、調理をはじめる。 

>もう一度、センサー解除スイッチを巧ずと 
取りミ肖しになりまず。 


〔お知 S せ) 


I 火が消えると、センサー解除は取り消されまず。 




I センサー解除で 

揚げもの調埋をしない 

調理ミ由の温度が高くなり、 
発火ずるおそれがありまず。 


1炒めもの.いりものをする 
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(センサー解除）瞄义カバーナー】 



>操作ボタンで火をミ肖ず。 


オレンジが 
ミ肖える 






I 焼網は使用しない 

トツププレートに 
落ちた;'由などが発 
火したり、機器の 
異菌過熱のおそれ 
がありまず。 


S) 



焼網 




◊温度センサーのはたらき 



① 通常時 

温度センサーのはたらきにより、妙めものやいりも 
のなど比較的温度の高い調理や、なべの空焼きをし 
たときに、強火•弱火を自動で調節したり、自動で 
火を;'肖したりしまず。 

② センサー辭除時 

センサー解除は温度センサーがまつたく作動しなくな 
る機能ではなく、①通常時よりも高い温度まで調理で 
きる機能でず。センサー解除を使巧した場合でも、な 
ベの異常過熱を防ぐために、強火-弱火を自動で調節 
したり、自動で火を消したりしまず。センサー解除し 
てから最長30分で自動で火を;'肖しまず。 

センサー解除中は、焦げつき消火機能や天ぷらミ由過 
熱防止機能は作動しません。 


B 炒めもの•いりものをずる 
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0 おかゆ 



♦巧ずたびに、かのように切り替わりまず。 

-> ごはん- 


湯わかし 

个_ 


取り消し <■ 


■> おかゆ 

1 


@沸とうして5分繳こ、 


>沸とうすると、ブザーでお知らせし、 
自動で弱火になりまず。 


弱火 




お湯をわかず 


(湯わかしモード） 


•お湯がわいたらお知らせし、自動で火が消えまず。 

ごとくの中央になべまたはやかんを置く 



水の量： 500 m ぶ〜2ぶ 

※ふきこぼれを防ぐため、やかんの大きさに応じ 
た水の量(最大容量の6〜7害り)にしてくださし、。 


タイマー 


0© 


0晦陈中 
3砂巧し 


0200 
0180 
0160 


它ジサ-解除 


卜 一^-― ， 
曰おかゆ 

0ごはん 

0湯わかし 

■ 

游 





※図はずべて強火カバーナーが左側の機器の場合でず。 


11お湯をわかす 
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【標準バーナー】 




I なべややかんの形状-材質や化の量によっては、消火や弱火になるタイミングが異なる場合や、ふきこぼれる場合 
がありまず。やけどなどにを意してください。 

I 温度センサーを正しくはたらかせるために、；欠のことを守ってください。 

•ふたを開け閉めしない •水をかき混ぜない •なべややかんを動かさない 

•水を追加しない •具を入れない •火力を変えない 

I 火力はなべややかんの径に合わせて炎があふれないよラに調節してください。 


〔お知6せ） 


I じ(下の場合は、1 oo ° c になる前に沸とラしたと判断される場合がありまず。 
-一度わかしたお湯（約70てじ(上）を再び湯わかしモードでわかしたとき 
-やかんやなべなどの底が巧れていたり、さびていたりずるとき 

I 自動で弱火になると、火力は変えられません。 

I 沸とうお朱□らせのタイミングを変更ずることができます。16 ページ 


自動で火が消える ||^ 



'5 分數ブザーでお知らせしまず。 


4票作ボタンを巧して消火の状態にずる。 



消'火 


オレンジが 
ミ肖える 



■ぉ湯をゎかず 
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お米の量 

水の量 

ごはん 

おかゆ 

全がゆ 

t 分がゆ 

容量 

合数(重量） 

45na6 

0.25 合(約 38g) 

— 

360m e 

470 

90m£ 

0.5 合(約 75g) 

— 

540m£ 

630in£ 

1 80in£ 

1 合(約 150g) 

300 

900 

— 

270m e 

1.5 合(約 22 的） 

390m£ 

— 

— 

360 

2 合(約 3 00 g) 

480m 6 

— 

— 

450in£ 

2.5 合(約 375 g) 

580m£ 

— 

— 

540m£ 

3 合(約 45 Og) 

670m£ 

— 

— 

720m£ 

4 合(約 6 00 g) 

930m£ 

— 

— 

9001105 

5 合(約 75 Og) 

1130m£ 

— 

— 


- 

•水の量（調味料、だしを含む）は目安でず。好みに応じて加減してください。 



ごはん•おかゆを炊< 


(I 巧苗 i モー ド) 



18日 itijS の計量カップ 


♦はじめのとぎ水は、ずぐに捨ててください。 

ぬかを含んだとぎ水をお米が吸わないようにずるためでず。 

• 「とぐ^洗し、流ず」を数回繰り返しまず。 

にごりがうずくなるまで、手早く洗ってくださし、。 

〔お知51〇 . 


I お米のとぎが足りない場合は、におい、黄ばみ、焦げの原因になりまず。 



手早くとぐ 


1回で炊ける量 


ごはん 

1〜5合 

炊きこみごはん 

1〜4合 

全がゆ 

0.25〜1合 

7分がゆ 

0.25〜 0.5 合 


お米とかの量の目ま 


ごはん•おかゆを炊く 
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【標準 バーナー】 




お米をかに浸ず時間 


お米の種類 

水に浸ず時間 

皂〜夏 

秋〜冬 • 


白米 

30分しソ上 

60分しソ上 


無洗米-発芽玄米 

(i 

ん 

胚芽精米 



雑穀米 

60分しソ上 

90分しソ上 

ち米 


麦ごはん 



おかゆ 

0〜30分 




♦洗米したを、必ず30分し U 上水 
に浸してからか飯してください。 

♦洗米してずぐのお米をか飯ず 
るとごはんが硬くなりまず。 

♦一度水に浸したお米は、がけ 
やずくなります。砕け米が混 
じったり、お米をとぎ足りな 
い場合はにおい、黄ばみ、か 
飯がラまくできない原因にな 
りまず。 


無洗米をのくときのコツ 


•1、2度すすぐ。にごったまま炊飯するとでんぷん質が沈殿し、うまく炊けない場合があります。 
• 十分に水に浸す。 

• 水の量を3%程多くする。または無洗米専用計量カツプを使う。 

•よく力、き混ぜて気泡をとばす。 

表面に気泡ができると、水が吸収されず、うまく炊けない場合があります。 


炊飯モードに適したなべ 


おいしく炊くために、炊飯に適したなベを選びましょう。 
※炊飯専用蓋、炊飯専用なベも別売していまず。 

缺49 ぺ-ジ 





ふたが重く、なべ本体に落とし 
込むよラな形になっているもの 

ふたとなべにすきまがないもの 
なべの縁が高いもの 

なべは深いもの 
なべ底が平らなもの 


適していまず X :適していません（温度を正しく検巧できません） 


26 


《欠飯モードに適したなべ 

ごはん 

おかゆ 

炊飯 量. ポイント ’ 

別売の 
炊飯専用蓋 

RTR -03 D 


〇 

〇 

白米3合、全がゆ 0.5 合（おかゆをのく場合、ふ 
きこぼれまずので、ふたをずらして使巧してくだ 
さい） 

別売の 
炊飯専用 
なべ 

RTR - 

300 D 1 


〇 

〇 

白米3合、全がゆ1合、 t 分がゆ 0.5 合 

RTR -500 


〇 

〇 

白米5合、全がゆ1合、 t 分がゆ 0.5 合 

アルミ製のなべ 

〇 

〇 

薄手 （2 mm しソ 下） の場合は焦げつきやすくなり 
まず。 

ホー □— 、ステンレス製のなべ 

〇 

〇 

白米は焦げる場合がありまず。 

蓮手 (2.5 mm じ (下） のステンレス製のなべの場合 
は焦げつきやすくなりまず。 

± 鍋 

X 

〇 

おかゆじ(外はかけません。 

墓載べ. 圧力なぺ 

X 

X 

うまくかけないので使巧しないでください。 

ノ 


ごはん•おかゆを炊く 





















































» ごはんやおかゆが炊けたらお知らせし、自動で火がミ肖えまず。 

なべにふたをしてごとくの中央に置く 



なべ底の中 > むに温度センサーが密着ずるよラに 
置いてください。 


1 U 1 


1 itr^, rnn た 






0© 


0200 
0 解除か 0180 

3砂巧し 016 0 

じンサ-解除 一; 


0おかゆ 
0ごはん 
0湯わかし 

も 


0 J 


※図はずべて強火カバーナーが左側の機器の場合でず。 



0湯わかし/臟スイッチを押ず 


み 

JV 


tt 


火力調節つまみをみ化置に 
合わせる 




>な位置に合わせるときは、強の位置か 
ら合わせてください。 

>火力が巧:位置より大きいとごはんは硬 
めに、火力がルさいとごはんはやわらか 
めにかけまず。 


点な 


0おかゆ 


4甲すたびに、かのように切り曽 
わります。 

湯わかし今ごはん今おかゆ 
^—取り消し^ 





点火後ずぐ 
設定ずる 


0湯わかし/臟スイッチを押ず^11^ 


識 




0湯ねかし 


4甲ずたびに、かのように切り曽 
わりまず。 

湯わかし今ごはん今おかゆ 
' —取り消し 





点火後ずぐ 
設定ずる 


3回 


2 


ごはん • おかゆを炊く 飯モ-ド) 


1ごはん.おかゆを炊く 


おかゆ 


ごはん 




















































































































【標準バーナー】 


(つづを) 


♦炊きあがると、ブザーで •むらしが終了すると、 1 

お知らせしまず。 ブザーでお知らせしまず。星 


10分後 


© 炊きあがると、 I 心 

自動で火が消える 


♦炊きあがると、ブザーでお知らせしまず。 

をかゆ 

点滅 0ごはん 

(ホ）日 


* 操作ボタンを巧して消火の 
状態にする。 

オレンジが 
ミ肖える 


押ず 





•機器を囲う;'由ガードなどを設置ずると排気の流れが変わり、燃焼不良となりかき 
ムラなどの原因になりまず。か飯時は;'由ガードを取り除いてください。 

•炊飯開始後、一定時間が経過ずると設定変更および取り;'肖しはできなくなります。 
•取り;'肖ずときは、一度火を消してください。 


ごはんを炊くとき 

• 2度かきや温め直しはできません。（焦げつくことが 
ありまず） 

•むらし中に操作ボタンを戻ずと、むらし終了のお巧ら 
せブザーが鳴りません。 



おかゆを炊くとき 

•かきあがったごはんからおかゆ離か）を作るときは、 
手動で調理してください。 

• おかゆのかきあがりで、水分の量が多い場合は再点火 
し、様子を見ながら火力調節してください。 




炊飯時間の目ま 


ごはん 

28〜37巧 
(むらし10分を含む） 

おかゆ 

35〜50分 


むらし後は… 

♦ごはんを底からよくほぐしてください。 

余分な水分がとび、ごはんがおいしくなりまず。 


© 炊きあがると自動で乂が消え、 

むらしがスタート 




B ごはん•おかゆを炊く 
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ヴリル 


クリルの使いかた 


準備 


ガス栓(ねじガス栓)を 
全開にずる 


個包自时才が入っていないか確認ずる 




点火□ックを解除ずる 

18 ぺ-ジ 


グリルの取り}及いと準備 


グリルの取り出し 


II グリルとびらをゆつくりと止まるところ 
までいっぱいに引き出ず 
(グリルとびらだけが下がりまず） 



Q ブリルを持ち上げて取り出ず 



グリルをネリめて使うときは J 

II グリル焼網を取り出ず。 

庫内に紙や捆包部材が残っている場合はすべて 
取り除いてください。 

0約7分間空焼きをずる。 

部品に付着している如エミ由を焼き切ります。 
ブリルの操作については31ページをご覧く 
ださい。 


0ブリルとびらを両手でしっかりと持ち、 
ゆっくりと持ち運ぶ 


〔お知 S せ) 



•グリルとびらを強く持ち上げると、グリル皿に 
傷がつく原因になりまず。 

•ブリルとびらやグリ J レ皿受けをはずず場合は 
属= 39 ベ- ジを参照してください。 




I 排気□や排気□し U 外からも煙が出まずが、異常 
ではありません。 

I 空焼き時に、グリル過熱防止センサーがはたらき、 
自動で火が消える場合がありまず。（「日,？」と 
r - 5j を交互に表示しまず）この場合、約 5 分待っ 
てから、再度点火操作をしてください。 


1ブリルの使いかた 
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グリルの準備 


魚を上手に焼くための準備をしまず。 

凸グリル焼網に油を薄く塗る。 

ひと手間かけることで、身くずれを防ぎまず。 



0 約1〜2分間、空焼き(ち熱)をずる。 

魚(食材)がグリ J レ焼網に付着しにくくなり、焼きあがり後、取り出しやずくなりまず。 


B 魚(食材)を置く 


下ごしらえ 


>を凍の魚は、しっかり解凍してから 
焼きまず。解凍していないと時間が 
かかり、巧全機能が作動することが 
あります。 

>魚は水洗いしたら、よく水気をふき 
取ります。 

»みそ養けやかす養けは、「みそ」や「か 
す」をよくふき取ってから焼きまず。 




アルミはく 




♦塩をつけると、身がしまって身くずれし 
にく くなりまず。 

♦さばやいわしなど背の青い魚は脂肪分 
がをいので、をめに短をして時間をお 
き、身をしめまず。白身魚は、短をがな 
めにふり、時間も短めで良いでしょう。 

♦川魚やいか、えび、貝などは、焼く直前に短をしましょう。 
♦魚の重量の約2 %程度の塩をつけまず。身の厚いところには厚 
く、蓮いところには蓮くつけまず。 

♦尾やひれは特に焦げやずいので、多めに塩をつけてください。 
また、アルミはくで包んでおくと、焦げかたがかなくなりまず。 


の置きかた 


魚は頭が奥に、尾力《手前になるように置きまず。 


1匹焼く場合 


中巧に置きまず 



2匹焼く場合 


ちを巧等に置きまず 



3匹し U 上焼く場合 


ずき間をあけて 
巧等に置きまず 



>クリル G 使いかた 
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ヴリル 


クリルの使いかた 


設定時間がくるとお知らせし、自動で火がミ肖えまず。 

ブリルとびらを奥まで確実に閉める。 




>操作ボタンで点火ずる。 


>点火ずると自動でグリルタイマーが 
スタートしまず。 





0時間設定する »► 


>ブリルタイマースイツチ [+ / -] を巧ず。 



Hil 


© が 

\ f - 


かず 


M 分刻みで1〜20分履易に設定できます。 
>庫内の温度が高いときは、設定時間は1〜18 
分（最長）までとなります。 


>最初は「弓」の分）が表示されまず。 

»庫内の温度が高いときは、「8」设分）が 
表;されまず。 




♦設定時間は調理中でも変更できまず。 

♦焼き時間の目安は付属のクックブックをご覧く 
ださい。 


1ブリルの使いかた 
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(つづを) 


p づ瓶 IW ~ 


>調理物の種類によっては、グリルタイマーやグリル過熱防止センサーがはたらく前に発火ずるおそれがありまず。 
機器から離れないようにし、焼き過ぎにを意してください。 

例）めざしやうるめなどのル魚、干し物や脂分のをいにしん、短さ战とり巧など 
>焼きあがったらずぐに取り出してください。余熱で焦げることがありまず。 

>つけ焼きやおり焼き、下味をつけた魚などは、焦げやずいので、弱火でゆっくりと焼いてください。 

>グリルを続けて使巧ずる場合は、5分程度間をあけてください。庫内が高温のまま焼きはじめるとグリル過熱防止 
センサーがはたらき、自動で火が消える場合がありまず。 


魚を取0出す 


♦はしをグリル焼網と平行に入れると、グリル焼網に付着した魚がはがしやずくなりまず。 




>火力調節つまみをスライドさせる。 
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な 


設定時間がくると、 

自動で火が消える 


f 


H 30秒前にブザーで 
お知らせしまず。 ' 


分から. 
抄表 tjU こ 
変わる 



0© 


0設定時間がくると、ブザーでお知らせ 
しまず。 


曲^^ 

0© 



4票作ボタンを巧して消火の状態にずる C 

オレンジが 
ミ肖える 


( お巧 15 せ) 



I 操作ボタンを;'肖火の状態にしないときは、グリ 
ルタイマー表示部 r 日」は約10秒をに消なしまず。 


>クリル G 使いかた 
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やわらかい 
スポンジたわし 


歯フ''ラシ 


やわらかい巧 


台所巧中性洗剤 
(野菜-食器洗い巧） 


.トツププレート（ガラス面）- 


ガラストツプ専用 
クリーナー側売） 


LU^ 


蘇款 4- A 


傷の原因となりまず。 






スポンジたわし裏面（硬い） ナイ □ ンたわし 


たわし 


金属たわし 


クレンザー 


ク IJ ーム クレンザー 


みがき粉 


みがき粉 



はがれ-表面の変質 • 変色-さび-割れ•トッププレートのタト周枠はがれの原因になりまず。 

A , 


酸性•アルカリ性洗剤 
漂白剤 





弱酸性洗剤 
弱アルカリ性洗剤 



ごとく 

排気 IIIAM '- 
重曹にはお使いいただけまず。 


故障の原因になりまず。 

参機器内部に洗剤が入ると、電子部品に付着して 
作動不良や腐食し、故障の原因になりまず。 
必ず巧に含ませてからお手入れしてください。 

引火して火災の原因になりまず。 


直接かけて使っては 
いけないもの 


絶対使っては 
いけないもの 



スプレー 式 
洗剤 


可燃化 スプレー 
浸透液 
潤滑剤 




I 道具や洗剤を目立たない部分で試してから、使巧してください。 

I 食器洗い乾燥機で洗ラ場合、洗剤•食器洗い乾燥機の取扱説明書もよく読み、使ってよい洗剤か確認してください。 


日常点巧とお手入れの道具 


•ご使用上支障がない場合でも、不慮の事故を防ぎ、安屯んてより長くご使用いただくために、年1回程度 
の定期点検をおずずめしまず。 

※定期点検については、お買い上げの販売店、またはリンナイフリーダイヤルまでお問い合わせくださし、。 


曰常点検をしましょう 


I 部品が正しく取0付けられていますか？ 

♦パーナーキ中ップ、ごとく、排気□カバーなどは正しく取り付けた状態でお使いください。 

馬" 35 • 36 ベ-ジ 

I つま0、たま0、ミちれはあ0ませんか？ 

•パーナーキャップの炎□やな;'肖え安全装置（炎検巧部）が煮こぼれなどでつまったり、ミちれたりしていませんか。 
屬^ 38 ぺ-ジ 

•ブリル皿に脂がたまったり、ブリル庫のが脂で巧れていませんか。原39 ページ' 


お手入れの道具と洗剤について 


作ってよい 


日常点検とお手入れの道具 
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お手入れの手順 


1. 機器が冷めていることを確認する。 

2. ガス栓（ねじガス栓）を閉める。 

3. 点义ロックをかける。 

4. 手袋をはめてお手入れを開始する。 


取りはずして說える部品 


お手入れのとき、枠内に表示の部品は取りはずして洗うことができまず。 


ごとく 




コン□まわり 


ごとく _ 

排気□カバー 
ごとく 

バーナー キャップ バーナー キャップ 


蕾^たち^^ 







ブリルとびらブリル皿受けブリル皿 ブリル焼網 


一日甫点検と擊入れの震 
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部品の取り付けと取りはずし 


扫 E 気□カバー 


2つの排気□カバーのツメ部を各々内側に向けトッププレートの 
くぼみに取り付けてください。 




排気□カバーツメ部 



.排気□カバー 


く ぼみ 


グリル皿-グリル焼網 


凸部 



角巧 


「テマエ」刻印—— 

届巧 
ブリルとび6 


ブリル皿 





ブリル皿受け 取り付けた状態 


ブ.グリル皿の「テマエ」刻 ED を手前にして、グリル皿受け後 
部の凸部がグリ J レ皿の角巧にしっかり入るよラに取り付け 
てください。 

2. グリル焼網の凸部を、グリル皿のち巧に取り付けてくださ 
い。 


U 部品の取り付けと取りはずし 
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ごとく•バーナーキャップ 




強火 カバー ナー ル バーナー 
標準バーナー 

内側の凸部2個所をノ ーナーリンブの 
凹部前後2個所に入れて、正しく取 
り付けてください。 


な宜で-本体 


バーナー リンブ 
凹部 


「 H 」 の刻印が表示 
してあります 




強火カ バーナー 標準 バーナー ル バーナー 

凸部を前にしてノ t '- ナー本体後側の凹部にノナーキャップの 
ピンを入れて正しく取り付けてください。 


I バーナーキヤツプは誤つた取り付けで 
使用しない 

ノ ナーキヤツプを正しく取り付けないと 
• 点火しない場合があります。 

•炎のふぞろいや逆火で不完全燃焼、一酸化 
炭素中毒のおそれや バーナー キャップが変 
形する場合があります。 

•機器の中に炎がもぐりこんで焼損する原因 
になりまず。 


■ごとくは誤った取り付けで使用しない 

誤った取り付けをずるとなべなどが不安定に 
なり、傾いたり、倒れたりします。 




誤った取り付けの例 


バーナーキップの浮き 


バーナーキャップの裏返し 




•パ'-ナーキャップを取り付けたときは、必ず正常に燃焼しているか確認してください。 

• バーナーキャップは分解しないでください。 

•バーナーキャップ、ごとくは;'肖耗部品です。パ'-ナーキャップは厚みが薄くなったり、変形して炎がふぞろいになった 
場合は交換してください。お買い上げの販売店、または当社事業所へお問い合わせください。 [^49 ぺ-ジ 
•ごとく、バーナーキャップの上部は変色したり、巧れなどが焼きつきまずので、こまめに掃除をしてください。 

巧れ力《焼きついても性能は変わりません。巧= 37 -38 ぺ-ジ 


B 麗 Q 取〇付けと取りはずし 
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お手入れのしかた (コン □) お手入れ 


♦巧れたら、そのつど、きれいにお手入れしましょラ。 

♦ 手袋をしてお手入れをしてくださし、。 

♦洗剤は台所巧中性洗剤を薄めて使い、お手入れの 
最後には必ず水ぶきし、乾いた巧でふき取り、水気 
や洗剤を残さないよラにしてください。 


ごとく•排気□カバー 


♦ 洗剤を含ませた巧で巧れをふき取り、乾いた巧で洗剤や水気をふき取りまず。 
♦巧れがひどいときは、つけ置きした後、洗剤で丸洗いしてください。 


❖それでも巧れが取れないとき 


♦ 煮洗いずるとさらにちれを落としやずくなりまず。 

1 . 水を入れた大きななべにごとくや排気□カバーを入れ、 
30分程加熱ずる。 

么水洗いし、水気をふき取る。 


ノ 




♦ お手入れのときはごとく、排気□カバーなどの部品を取 
りはずし、まちした状態で巧ってください。 

♦ 洗剤を含ませた巧で巧れをふき取り、乾いた巧で洗剤や 
水気をふき取りまず。 



❖巧れがこびりついたとき_ 

7.キッチンぺーパーに洗剤と水を含ませ、巧れた部分を湿 
らせておく。 

2 . ちれが浮いてきたらやわらかい巧でふき取る。 


❖それでも巧れがとれないとき 


くしゃくしゃにしたラップにガラストップ専用クリーナ 
-を塗り、こずる。 

么ちれが取れたら、やわらかい巧で水ぶきし、乾いた巧で 
仕上げる。 



t お手入れのしかた(コンロ) 
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は、ガス柱を閉じ、機器がをえ、手袋をしてか S 


※各部品の取り付けについては、「部品の取り付けと 
取りはずし」をご覧ください。巧= 35’％ぺージ 


機器表面-操作部 



¥ 

お 





mmmm 


〕 。 ：1 ミ 

壬)1 〇 11韩1,1をみ1 


洗剤を含ませた巧で巧れ 
をふき取り、乾いた巧で 
洗剤やか気をふき取りま 
ず。 


※機器内部に洗剤が入6ないようにしてくださし、。 





• 洗剤を使巧した後は、洗剤分が残らないよラにしてください。 

• 硬いブラシやたわしは使巧しないでください。また、中性洗剤じ(外の洗剤を使 
巧しないでください。はがれ-変色•シミ-傷の原因になりまず。 

• トッププレートには、安全に関ずるを意ラベルが張り付けしてありまず。 
もし、はがれたり、読めなくなった場合は、お買い上げの販売店、または当 
社事業所に連絡してラベルを再購入し、張り替えてください。 


バーナー部 


♦ やわらかい布でふき取り、乾いた巧で仕上げまず。 


バーナー キャップ 


バーナー 本体 

立;'肖えを全装置-電極 


洗剤で丸洗い 
し、乾いた巧 
でよく水気を 
ふき取りまず。 


※バーナーキャップは分角军で 
きません。 

※水洗いした後は、水気を十 
分ふき取ってから取り付け 
てください。 



❖目づまりしていたら 


♦ 歯ブラシでお手入れしまず。 

幽フ"クシ 



※目づまりや巧れは、不完全 
燃焼や点火不良の原因にな 
ります。 

※ちれがこびりついたとき 
は、つまようじでちれを取 
り除いてください。 


表面は、やわらかい巧で巧れ 
をふき取りまず。 

バーナー 本体 



温度センサー 


湿度センサーをお手入れずる 
ときは、片手を添え、水を含ま 
せてかたくしぼった巧で、頭部 
と側面の汚れをふき取りまず。 

温度センサー 



※強い力を加えると、温度セ 
ンサーが傾いて、なべ底に 
密着しないことがあります。 


> な;'肖えま全装置（炎検知部）と電極（点义 
乃ブ)に郝がこびりついている場合は、 
歯乃シでお手入れします。 

曲フ"クシ 

な;'肖え巧全装置 
(炎検巧部） 

電極（点火プラグ） 

突起にを意 



バーナー リング 


参バーナーリングの凹部は、 
歯ブラシで巧れを取り除き 
まず。 



※巧れがたまると、ごとくが安 
定しなし、原因となります。 

※ちれがこびりついたときは、 
つまようじで巧れを取り除い 
てください。 

※トッププレートとノ t ーナーリンブ 
の間にあるパッキンを傷つけな 
しけうにトッププレートとのすき 
まにつまよラじやブラシを寝か 
せて使用しなし巧くださし、。 


38 


B 睾人れ C かた(コンロ) 







































































お手入れのしかた 


(グリル) 


♦使ったらそのつど、きれいにお手入れしましょう。 

♦ 手袋をしてお手入れをしてくださし、。 

♦洗剤は台所巧中性洗剤を薄めて使い、お手入れの最後には必ず水ぶきし、乾いた巧で 
ふき取り、水気や洗剤を残さなし^ようにしてくだい。 


グリルとびら•グリル皿受け 


♦ 洗剤を含ませた巧でちれをふき取り、乾いた巧で洗剤やか気をふき取りまず。 

♦巧れがこびりついたときは、つけ置きした後、洗剤で丸洗いしてください。 

※酸住や乃レカリ性洗剤を使ってグリ J レとびらを洗うと、パみレ部の変色やはがれ、さびの原因になりま 
ず。 


取りはずしかた 


1 . 押さえバネを①の方向に下げる。 

2 . ブリルとびらを②の方向にたおず。 


取り付けかた 



1 . ブリル皿受けのツメ2個所をブリルとびらのち 
巧にはめ込む。（①） 

2 . ブリルとびらを②の方向に回転させる。 

3. 押さえ/ くネがブリル皿受けにお実にはまって 
いるかお認ずる。 

角巧 



グリル皿•ブリル焼網 


♦ 洗剤を含ませた巧でちれをふき取り、乾いた巧で洗剤やか気をふき取りまず。 
♦巧れがこびりついたときは、つけ置きした後、洗剤で丸洗いしてください。 


グリル庫内(側壁•底部) 


洗剤を含ませた巧で';ちれをふき取り、乾いた巧で洗剤やか気をふき取 
りまず。 

※硬いブラシやたわし、また中性がタトの酸住-アルカリ性洗剤を使用 
しないでください。はがれ-変色-シミ-傷の原因になります。 
※燃焼部（バーナー）には触らないでくださし、。 

炎□がつまり燃焼不良の原因となります。 



M お手入れのしかた(ブリル) 
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巧電池を交換ずる 


以，<〈点滅〉 . サインが点滅した6 


:滅 


古.‘、 乾電池を準備してください。 


ホ 


〈点な〉……サインが点むしたら 
すベての バーナーが 使えません。 
乾電池を交換してください。 



>乾電池の交換時期が近づくとランプ（電池交換サイン）が点滅しまず。 

>ランプが点滅したら、単]形アルカリ乾電池 (1.5 V ) 2個を準備してください。 

>ランプが点灯したら、2個を同時に交換してください。電池交換サインが点滅から点灯に変わると、 
ずべてのバーナーが'使用できなくなりまず。 

電池ケースふたのつまみ 

□ 機器が冷めていることを5き認する。 


0電池ケースふたのつまみを下へ巧して、手前に開く。 

あまり強く引かないでください。 


B 古い乾電池をはずす。 
□ 新しし、乾電池を入れる。 



単]形アルカリ乾電池 (1.5 V ) 2個をち図のように©台を 
確認して正しくはめ込んでください。 


0電池ケースふたをちとに戻す。 



〇 


■乾電池は充電*分解-加熱* 乂の中へ投入しない 
■新旧-異種の乾電池は混用しない 

■機器を廃棄ずる場合は、乾電池をはずす 

シヨートや発熱、液漏れ、破裂により、けがややけどの原因になります。 

■乾電池に記載してあるを意事項をよく読み、正しく使ラ 


ypl 阿) ■■ 


I 単1おアルカリ乾電池を使巧した場合、乾電池を交換ずる（電池交換サイン点な）目安は約]年でず。 

(付属の単1形アルカリ乾電池で当な使巧モードによる） 

I 単]おアルカリ乾電ミ也でも使庙状況-使巧時間-乾電池製造メーカー-種類が異なると交換時期が]年し U 内と短く 
なりまず。ま t マンガン乾電池を使巧した場合も交換時期が極端に短くなりまず。 

I 未使巧の乾電池でも r 使巧巧奨期限（月、年)」を過ぎている場合は放電により、短時間で電池交換サインが点滅•点 
なずる場合がありまず。また、付属の単1おアルカリ乾電池は、工場出荷時期により寿命が短くなっている場合が 
ありまず。 

I 単2、単3お乾電池を単1形サイズにする電池スペーサーは電池ケースの©端子が接触せず、使苗できない場合が 
ありまず。ま t 使巧できた場合でも交換時期が極端に短くなりまず。 


乾電池4^交換ずる 
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点火しない 


調理中に火力が 
変わったり 
火が消'えた0する 


センサー酷除しても 
火力が変わったり 
乂が消'えた0ずる 


炎の状態(燃えかた、 
色）がおかしい 


/ 

ガス栓（ねじガス栓）を閉じていると点火できません。 

全開にしてください。 

17 

バーナーキ ャッ プの炎□に煮こぼれなどが つ まっていると点火し 
ない場合がありまず。 

お手入れしてください。 

38 

電極（点火プラグ）やな;'肖え安全装置（炎検知部)、バーナーキャッ 
プがめれたり、ミちれたりしていると点火しない場合がありまず。 

お手入れしてください。 

38 

ノ ' i ' -ナーキャップが正しく取り付けされていないと点火しない場 
合がありまず。 

正しく取り付けてください。 

36 

長時間使用していなかったり、朝一番に使巧ずる際などは点火に 
時間がかかる場合がありまず。 

点火操作を繰り返してください。 

17 

点火□ックされていると点火できません。 

点火□ックを解除してください。 

18 

乾電池が正しく取り付けられているか確認してください。 

40 

電池交換サインが点なしている場合は新しい単1形アルカリ乾電 
池2個と交換してください。 

、 

40.46 



なべやフライパンの温度が約250でになると、安全機能がはた 

\ 


らき火力が自動で弱火になりまず。弱火と強火を繰り返ず高温状 

15-21 


態が約30分続くと自動で火が;'肖えまず。センサー解除スイッチ 
を巧ずとさらに高温で調理ができまず。 

22-46 

► 

±鍋や耐熱ガラスなベ、圧力なベを使用ずると、まれに焦げつき 
ミ肖乂機能がはたらき火が;'肖えることがありまず。 

再点火してください。 

14.15 


ブリルとびらや機器下部のキャビネットとびらを速く開閉ずると 
ミ肖火ずることがありまず。 

ゆっくり操作してください。万一火が;'肖えてもな;'肖えを全装置が 
はたらき自動でガスは止まりまず。 

15 



コン□は約2時間で;'肖し忘れミ肖火機能がはたらき自動で火が;'肖えまず。 

15 


センサー解除中でも約290でになると、異甫過熱を防止ずるた 
めに火力を自動で弱火にしまず。さらに温度が高くなると火が;'肖 
える場合がありまず。 


換気をしないと燃えかたが変わったり炎がホくなったりしまず。 
使用中は必ず換気してください。 


21-22 

46 


10 


よ<あるご質問 


( Q & A ) 


ご質問 


こラしてください 


よくあるご質問 ( Q & A ) 


41 












































f \ 

揚げものがラまく 


/ 

なべの形状や材質、ミ由の量によっては;'由の温度が設定温度より高 
めになったりイ昆めになったりずる場合がありまず。 

設定温度を加減してお使いください。 

、 

14-20 

できない 

W 

温度センサーやなべ底がミちれていたり、温度センサーがなべ底か 




ら離れていませんか？ 

14 

、 ノ 


このようなときはなベの温度を正しく検知できません。 

> 


お湯がわかない、 
お湯がわいているのに 
お知らせが遅い 


置 

間 

N 

Q 

& 

A 


やかんやなべの形状-材質や水の量によって、お湯がわかなかっ 

、 

たり、お湯がわいているのにお知らせが遅くなったりずることが 

14.16 

ありまず。 


温度センサーやなべ底がミちれていたり、温度センサーがなべ底か 


ら離れていませんか？ 

14 

このようなときはなベの温度を正しく検知できません。 

\ 

ノ 


ご質問 


こラしてください 


炎の状態(燃えかた、 
色）がおかしい 


/ 

風が吹き込んでいたり扇風機やを暖房機器の風が当たっている 
と、炎がかたよったり色がホくなったりしまず。 

炎に風が当たらないようにしてご使用ください。 


加湿器を使用ずると水分に含まれるカルシウムにより炎がホくな 
ることがありまず。異甫ではありません。 

— 

グリ J レ使用時にコン□を使用ずると、焼きものの煙に含まれる塩 
分（ナトリウム）などにより炎がホくなることがありまず。 

異甫ではありません。 

— 

火力が変わる際に炎が一瞬黄色くなったり大きくなる場合があり 
まず。 

異甫ではありません。 

— 

ミ肖乂後も数秒間コン□バーナー炎□にルさな炎が残ることがあり 
まず。 

バーナー内に残った微量のガスによるもので異甫ではありませ 
ん。 

\ 

ノ 


f \ 


尸 

焦げつき;'肖火機能はなべの材質や調理により焦げつきの程度が変 
ねりまず。ホー□-製のなべや、カレー、シチュー、カラメル、 
みそなどの水分がかない料理は焦げやずくなりまず。弱火でとき 
どきかき混ぜながら調理してください。 

、 

15 

なべ底がひどく焦げ 


温度センサーやなべ底がミちれていたり、温度センサーがなべ底か 


ついて火が消'えた 

W 

ら離れていませんか？ 

14 



このようなときはなベの温度を正しく検知できません。 




なべ底にこんぶや竹巧などをしくと焦げつきがひどくなる場合が 




ありまず。 

15 

V . J 


ときどきかき混ぜたり火加減を調節しながら調理してください。 

ノ 


ぶ 

< 

友 

る 


揚げものモ—ド■湯わかしモ—ド 
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お湯がわかない、 
お湯がわいているのに 
お知らせが遅い 


ふきこぼれる 


ごはん、おかゆが 
うまく炊けない 


おかゆがふきこぼれる 


点火しない 


/ 

加熱中になべを動かしたり水をかき混ぜたりずると、お湯がわか 
なかったり、お湯がわいているのにお知らせが遅くなったりずる 
ことがありまず。 

、 

24 

一度わかした温かいお湯は、湯わかしモードで正しく検知できな 
い場合がありまず。 

24 

湯わかしモードお知らせ時間をカスタマイズ機能で変更していま 
せんか。 

、 

16 

ノ 


水を入れずぎていませんか？ 

やかんの大きさに応じた水の量（目をは最大容量の6〜7割）に 
してください。 


23 


無洗米や洗米してずぐ炊飯した場合は、ごはんが硬めになりまず。 

26 

炊きこみごはんは、白米に比べ焦げやずくなりまず。 

— 

炊きあがつた數 10-15 分程度むらしてください。 

28 

炊飯途中でふたを開けると、うまく炊けなくなりまず。 

— 

炊飯モードに適したなべを使用してください。 

26 

温度センサーやなべ底がミちれていたり、温度センサーがなべ底か 
ら離れていませんか？ 

このようなときはなベの温度を正しく検知できません。 

14 

ノ 



ガス栓（ねじガス栓）を閉じていると点火できません。 

全開にしてご使用ください。 

29、 

グリル庫内が高温になっているとを全装置がはたらいて点火でき 
ません。 

庫内が;令めるまで5分程度待ってから使用してください。 

15 

長時間使用していなかったり、朝一番に使用ずる際などは点火に 
時間がかかる場合がありまず。 

点火操作を繰りおしてください。 

31 

点火□ックされていると点火できません。 

点火□ックを解除してください。 

18 

乾電池が正しく取り付けられているか確認してください。 

40 

電池交換サインが点なしている場合は新しい単1形アルカリ乾電 
池2個と交換してください。 

\ 

40.46 


よ<あるご質問 


( Q & A ) 


ご質問 


こラしてください 


湯わかしモ—ド 


炊飯モ—ド 


ブリル 


よくあるご質問 ( Q&A 


I 
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(つづを) 


ご質問 


こラしてください 参照ペ-ジ 


U 

ル 


調理がラまくできない ► 


/ 

完全に解凍しないと、焼き色が薄かつたり中まで火が通らないこ 
とがありまず。 

3。、 

魚の数に合わせて、置く位置を調節してください。 

30 

みそ農けやかず農けの魚を焼くときは、「みそ」や「かず」は取つ 
てから焼いてください。 

30 

ブリルとびらを確実に開じてください。 

閉まつていないと1 焼き色が薄かつたり中まで火が通らないことが 
ありまず。 

\ 

J 


f 、 


初めてブリルを使うとき、排気□やコン□部から煙やにおいが出 
ることがありまず。ブリルノ（ーナー周囲の金属部品に残った加工 
ミ由によるもので異甫ではありません。 

の 

排気□やコン□部 


グリル皿やグリル焼網がミちれていたり、脂の多い魚などを焼いた 


から煙が出る 


場合は煙が多く発生しまずので、排気□しソ外からも煙が出る場合 

— 



がありまず。 




グリルとびらをお実に閉じてください。 


v J 


閉まっていないとずきまから煙が出ることがありまず。 

ノ 


な 


コン□消'火後に 、 

「ポン」という音が^ 
ずる 


ガスが燃え尽きる際に発生ずる音でず。 
異雷ではありません。 


点火後や消火後に 


加熱やをま P により金属が膨張、収縮ずる音でず。 

、 

キシミ音がずる 


異甫ではありません。 

ノ 


コン□使用中に、 
r シ巾一」という音 ► 
がずる 


ガスがバーナー内部を通過ずる音でず。 
異甫ではありません。 


グリル使用中に^ 
r ポッポッ」とぃラ^ 
音がずる 


庫内がをえているときに発生ずる燃 I 焼音で、異甫ではありません。 
温まるとなくなりまず。 


ブザーが鳴り続ける ► 


/ 

部品が故障していまず。 

、 

ガス栓（ねじガス拴）を閉め、お買い上げの販売店、または当社 

51 

事業所にご連絡ください。 

\ 

ノ 


ぶ 

< 

友 

る 

マ、、 

m 

間 

N 

Q 

& 

A 
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ご質問 


こラしてください 


点火ずると 
他のバーナーも 
パチパチずる 


他のバーナーも同時にパチパチずる構造でず。 
異甫ではありません。 


操作ボタンから 
手を放しても 
パチパチしている 


操作ボタンから手を放しても最長で10砂間パチノ《チが続きまず。 
異甫ではありません。 


ごとく- 

バーナーキャップ- 
排気□カバー- 

► 

ごとくの先端は炎が当たり白くざらざらになりまず。 

異甫ではありません。ごとくは;'肖耗部品でず。交換部品として版 
売していまず。 

49 

バーナーリンブが 
変色ずる 


酸性やアルカリ性洗剤を使用ずると変色ずる場合がありまず。 

台所用中性洗剤を薄めて使用してください。 

33 


グリルまたはオーブン 


グリルまたは才ーブンからの熱でトッププレートが熱くなる場合 


しか使っていないのに 


がありまず。 

9 

トッププレートが熱く 


ブリル使用中や使用直後はトッププレートに触らないようを意し 

なる 


てください。 



火力が変わらない 


電池交換サインが 
点滅ずる 


コン□まわりの部品 
-グリル皿-グリル 
焼網が傷んできた 


機器の中が 
ホく見える 




火力調節しても炎の変化がルさかったり、変化しないように見え 
る位置がありまずが、異甫ではありません。 

、 

\ 


乾電池の交換時期が近づいていまず。 

点滅が点なに変わると使用できなくなりまずので、早めに新しい 
乾電池を準備してください。 

、 

N 

40.46 

J 


コン□まわりの部品-ブリル皿-ブリル1 焼網は;'肖耗部品でずので 
傷んできたら早めに交換してください。 

、 

49 


' 

室内灯などの化がガラスを透過したときの色でず。 

異甫ではありません。 

、 

•\ 

J 

* 



ホー □-製 


±網や底の厚い鉄なベ、ステンレスなべなどを長時間使用しまず 


トッププレートの 


とトッププレートのコーナー部がわずかに浮き上がる場合があり 


コーナー部が 


まず。トッププレートの熱膨張によるものであり、異甫ではあり 


浮き上がる 


ません。をえると元の状態に戻りまず。 



ぶぐあるご質問 ( Q & A ) 


その他 


よくあるご質問 ( Q & A ) 
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(つづを) 


特にをいご質巧をまとめました 


の勝手に火がルさくなったり、火が消える 


G :調理中、火が勝手に小さくなったり大きくなったりしまず。 

A : 温度センサーがはたらいて、自動で火力を調節しながら、を全機能がはたらいて、 
高温になり過ぎるのを防いでいまず。ご也配はいりません。厲=^15ぺ-ジ 


ぶ 


o«iK\ 

弱火 



沁•如 

強火 


弱火 


強火 


コン□が自動で 
火力調節して 
いまず 



回センサー解除したのに、勝手に火がルさくなったり、火が消えたりずる 


Q - センサー解除して調理していたら、急に火が;'肖えました。 

A : センサー解除してから、連続してコン□を使用できる時間は30分でず。 

温度センサーがはたらいて、自動で火力調節し、30分を過ぎると、自動で火が;'肖え 
まず。厮21 • 21 へ-。 


ク30分 


センサー解除 


ド 

消火 



※高温になりすぎたときも 
火が消えます。 


※センサー解除していないときでも、連続して約2時間使用すると 
自動で火が消えますので、煮込み料理のときにはごを意くださし、。 


图火がつかない 


0:操作ボタンを巧しても、点火しない。 

操作パネルの左側にある電池交換サインも点なしている。 

A ■乾電池が消耗していまず。乾電池を交換してください。40^ 
乾電池交換の目をは約1年でず。 


、••を、，' 〈点滅〉 . 電池交換サインが点 

'‘'■'‘"滅したら、単]形アルカリ乾電池 
(1.5 V ) 2個を準備してくださし、。 


〈点な> ……電池交換サインが点な 
すると乾電池を交換するまではコ 
ン□もブリルも使えなくなります。 



火が 

つかなくなったときは 
電池交換サインを 
確認！ 


よくあるご質問 ( Q & A ) 
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-s 


標華 バーナー 
ルバ' ーナー 
強火カ バーナー 
ブリル 


温度センサー-ブリル過熱 
防止センサー • 電子部品の 
故障 



ブ ザーが 鳴0 
続ける 

(ピー約8秒連続) 


こ 




-3 


強火カバー ナー 


センサー解除スイッチ故障 


ブザーが鳴って、こんな表示 


表示とブザーについて 


が 
6鳥 

て 

\ 

ん 

な 

表 

示 

が 

出 

た 

ら 


ブザー音 


ピー5回 


ピー3回 


表 示 


n 




•こ 

T 




-3 


-ピ 


-二! 


.2 


■3 


こ. 


こ. 


n 




C 


-)1 こ-電池交換サイン <点な> 


00 


-3 


部位 

標華 バーナー 


ルバーナー 
強火カ バーナー 


標準バーナー 
/|\バ'ーナー 


強火カ バーナー 
標華 バーナー 


ルハーナー 


強火カ バーナー 


標準バーナー 


ルハーナー 


強火カ バーナー 


ブリル 


ブリル 


ブリル 


標準バーナー 


ルバーナー 
強火カ バーナー 


内 容 

天ぷらミ由過熱防止機能作動 
焦げつき消火機能作動 


温度センサー過熱防止機能作動 


立消え安全装置の作動 


点火時に着火しなかった 


立消え安全装置の作動 


点火時に着火しなかった 


グリル過熱防止センサーの 
作動 


電池交換サインのお知らせ 

コン□ミ肖し忘れ;'肖火機能作動 
コン□ミ肖し忘れ;'肖火機能作動 


センサー解除終了 


2 i) 


0 


0おかゆ 

ミ:をはん 

U 須ねかし 

璋# 

(使巧した巧飯モード（ごはんまたはおかゆ）のランプが点滅） <，な滅> 

0おかゆ 
0ごはん 

ミ■賣わかし 

苗# 

<点滅> 


ブリル 


標準バーナー 


標準バーナー 


ブリルタイマー終了 


の飯モード（ごはん-おかゆ） 


終了 


湯わかしモード終了 


コ」 

〔I 「3 

!日 コし 
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が出た 5 


原 因 

処置と再使用時のを意 

参照ページ' 

調理;'由の過熱-焦げつき-ミ肖し忘れによる過熱•空 
焼きなど 

■「よくあるご質問 （Q&A)」 をお認してください。 

•やけどにを意して再点火を行ってください。 

• 天ぷらミ由過熱防止機能がはたらいて火が消えた場合（温度セ 
ンサーが高温のままの状態）は、点火しても手を離ずと火が 
消える場合がありまず。 

15 

41〜43 

炎の吹き消え-煮こぼれした場合-点火しなかった 
場合など 

■「よくあるご質問 （Q&A)」 を確認してください。 

•固囲にガスがなくなるまで待ってから再点火を行ってくださ 
い。 

15-41 

炎の吹き消え-点火しなかった場台など 

•「よくあるご質問 （Q&A)」 をお認してください。 

■固囲にガスがなくなるまで待ってから再点火を行ってくださ 
い。 

15-43 

グリルの空焼き•消し忘れ-連続して使巧した場合- 
少ない食材など 

•グリ ル過熱防止センサーがはたらいて火が;'肖えた場合（温度 
センサーが高温のままの状態）は、点火しても手を離ずと乂 
が消えまず。 

•約5分程グリル庫内力辟えるのを待ってから再点火を行ってく 
ださい。 

15.43 

乾電池の;'肖耗 

•乾電;'也を交換してください。 

40 

使用開始から約2時間または i 受定した時間がたち 
自動で火が消えました。 

• 操作ボタンを巧して戻してください。 

• 続けて使巧ずる場合は、再点火を行ってください。 

15 

30分がたち自動で火が消えました。 

• 操作ボタンを巧して戻してください。 

21 .22 

設定した時間がたち自動で火が;'肖えました。 

• 操作ボタンを巧して戻してください。 

31 -32 

か飯モードでかきあがり自動で火が;'肖えました。 

• 操作ボタンを巧して戻してください。 

27.28 

湯わかしモードで沸とラして、約5分後に自動で火 
が消えました。 

• 操作ボタンを巧して戻してください。 

23.24 

部品力《故障していまず。 

•ガス栓（ねじガス栓）を閉め、使用を中止し、お買い上げの版 
売店、または当社事業所にご連絡ください。 

引 

J 


ブ 

ザ 

I 

が 

6鳥 

て 

\ 


ん 

な 

表 

示 

が 

出 

た 

ら 
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交換部品•別巧 SB 品のご紹か 


交換部品（お客様にて取り曾え可能な消耗部品）-別売部品 


1消耗部品は傷んできたら交換してください。おあめの場合は、当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト 
R.STYLE ( http :// www . rinnai - style . jp /) または、お買い上げの販売店にておあめください。 


部品ち 

希望ル売価を（税込） 

部品コード 

交 

換 

部 

口 

□□ 

ごとく; 

トッププレートが 
黒色の型式 

強火カバーナー用 
標華バーナー巧 

¥1,260 

010-320-000 

ルバーナー巧 

¥1,260 

010-322-000 

上記しソ外の型式 

強火カパーナー巧 
標華バーナー巧 

¥1,260 

010-340-000 

ルバーナー用 

¥1,260 

010-341-000 

パ' ーナーキヤップ 

トッププレートが 
黒色の型式 

強火カパーナー巧 

¥1,365 

151-405-000 

標華バーナー巧 

¥1,365 

151-406-000 

ルバーナー巧 

¥1,050 

151-407-000 

上記 L ソ外の型式 

強火カバーナー巧 

¥1,365 

151-403-000 

標華バーナー巧 

¥1,365 

151-404-000 

ルバーナー苗 

¥1,050 

151-408-000 

ブリル皿 

¥1,050 

070 -188-00 日 

ブリル焼網 

¥840 

日7 1-061-000 

部品 名 

型空 


別 

売 

部 

口 

□□ 

炊飯専巧塞 

3合炊き 

RTR -03 D 


当社消耗部品*お手入れ 
品の販売サイト R.STYLE 
( http :// www . rinnai - stvle . 

ip /) または、お買い上げの 
販売店にてお買い求めくだ 
さい。 

炊飯専巧なベ 

3合のき 

RTR -300 D 1 


5台炊き 

RTR -500 


クッキングプレート 

RCP -60 M 

ク 

ガラストップ■専用クリーナー 

RBC - VG 1 

因 

スクレーパ ー S 型 
く巧奨品〉 

35 SB 

(オルファ社製） 

ホームセンターなどでお買い巧めください。 


*2011年9月現在の価格です。価格-仕様は変更される場合があります。あらかじめご了承ください。 

1単1形アルカリ乾電池はもよりの電気店などでお買いあめください。 

’当社消耗部品•お手入れ品の販売サイト （ R . STYLE ) では、上記し U 外の消耗部品やお手入れ品などを 
幅広く取り扱っております。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り曽えできる部品が対象です。 


巧れた部品を交巧しましよう！ 

む TYLE む 


当社製品の消耗部品-お手入れ品をインターネット販売サイトよりごを文いただけます。 

http://www.rinnai-style.jp/ 


■ A ミ肖耗品’交換部品のネット販売 

みトッププレ ー K ごとく、バーナーキャップの色を確認してご連絡ください。 
X 2 スクレーパ ー S 型〈推奨品〉について 
•トッププレートに傷がつくおそれがありますので、刃が傷んだ場合は、使用 
しないでくださし、。 

• 刃先は鋭利な刃になっていますので取り扱いには十分にミ主意してください。 

• 使用角度は約30°で使用してください。 



交換部品.別売部品のご紹介 
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ガスグループ 

(ガス種） 

1 時間当たりのガスミ肖 費量 

型式の呼び 

個 別 ガス ミ肖 費 量 

全点火時 
ガスミ肖 費量 

強火 カ パーナー 

標準バ -ナ- 

ルバーナー 

グリル 

都 

巿 

ガ 

ス 

用 

12 A 

3.91 kW 

2'77 kW 

1'19 kW 

1.30 kW 

8'45 kW 

RS 31 M 2 AR - L/R 

RS 31 M 2 KR - L/R 

13 A 

4.20 kW 

2'97 kW 

1.27 kW 

1 .40 kW 

9'07 kW 

L P ガス用 

4.20 kW 

2'97 kW 

1'27 kW 

1 .40 kW 

9'73 kW 



長期巧使用しない場合/仕様 


長期間使用しない場合 


I ガス栓（ねじガス栓）を必ず閉めてください。 

I 乾電池は取りはずしてください。40 ベ- ジ 
I お手入れしておくと、巧回使用するときに便利です。 


ブリル付3□ガスビルトインコン □ 


型式の呼び 



RS 31 M 2 A 2 R 

RX 31 M 2 K 1 R 

NTR 1 R 

AE 31 MG 2 

KBE 61 M 2 K 1 R 

RS 31 M 2 AR - L/R 

RS 31 M 2 KR - L/R 

RS 31 M 2 KR-R 

型式名： RS 31 M 2 AR 

型式名； RS 31 M 2 KR 

16.5 kg (付属品含む） 

17.0 kg (付属品含む） 


高さ 269 nnm X 幅 596 nnnn X 奥巧 538 nnm 


(トッププレート幅590 mm ) 


15 A (1 /2 B ) 鋼管または金属巧とう管 
DC 3.0 V (単1おアルカリ乾電池 X 2個） 


ま全機 


I な消え安全装置（全ノくーナー） ■ 天ぷらミ由過熱防止機能（全コン□バーナ ー） 
I コン□ミ肖し忘れ;'肖火機能（全コン□バーナー）■ブリル過熱防止センサー 



連続放電点火式 


単1おアルカリ乾電池 （2 個)、取扱説明書（保証書付)、連絡先一覧表、設置説明書 
クックブック、ガラスクリーナー見本品（ガラストッププレートタイプのみ） 


長期間使用しない場合/仕様 
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7 フターサービス/廃棄時のお願い 


.保証につし、て 


アフターサービスの お申し込み 


転居されるときは 


♦取扱説日月書の裏表紙が保証書になつています。 

参な証書の内容のように、一定期間--定ま件のもとに 
無料修理致します。 

参な証期間はお買い上げ曰から1年間でず。 

♦必ず、 r 販売店名-お買い上げ日」などの記入をお確か 
めになり、保証書の内容をよくお読みください。保証 
書を紛失されますと無料修理期間中であつても修理費 
をいただく場合があるので、大切に保管してくださし、。 


.修理を依頼するときは 




転居する場合は、転居先のガス事業者およびお買い上 
げの販売店、または当社事業所にご連絡ください。 
ガスの種類が異なる地域へ転居される場合 
ガスの種類は、者怖ガス数種類と LP ガスがあり、改造 
と調整が必要です。そのまま使田すると正苗な働きを 
しないだけでなく、故障、不完全燃焼、火災などの原 
因になります。必ず、転居先のガスの種類を確認して 
ください。この場合の改造‘調整にともなラ費用は保 
証期間内であつても有料となりまず。 


•万一故障したと思われる場合は、まず「よくあるご質 
問 ( Q & A ) 111*41 〜46ベ-ジ」に従い、調べてください。 

それでも不具合のある場合は、ガス栓（ねじガス栓） 
を閉じ、お買い上げの販売店、またはフリーダイヤル 
にご連絡ください。 

♦ご依頼される際には;欠のことをご確認ください。 

① ご住所-お名前-電話番号 

② 品名-型式の呼び-お買い上げ曰 

③ 詳しい故障内容-状ミ兄 

④ 訪問ご希望日 


補修用性能部品の保有期間 



連絡先 


わ買い上げの販売店、 
またはフリーダイヤル 
にご連絡ください。 


リンナイフリーダイヤル 

画0120 -054-321 


製造巧ち切り後5年でず。補修用性能部品とは、その 
製品の機能を維持するための必要な部品です。 

I 保証期間が過ぎていても、修理すれば機能が維持でき 
る場合は、有料で修理致します。 


^お客様の個人情報の取り扱いについて 

参当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名 
前‘ご住所-電話番号などの個人情報を、サービス活 
動および安全点検活動のために利田させていただく場 
合がございますのでご了をくださし、。 

•当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に依 
託する場合、法令に基づく業務の履行または権限の行 
使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合 
を除き、当社しソ外の第=者に個人情報を開を-提供は 
いたしません。 


廃棄時のお願い 


本機器は乾電池を使田していますので、大型ゴミなどで廃棄される場合は、必ず乾電池を取りはずしてくださし、。 
そのままにしておきますと思わめ事故になることがあります。 


ア フタ— サ—ビス/廃棄時のお願い 
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リンバ 


ク リ ル 付 
兰□ガスビルトインコン □ 


保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたものでず。 

本書は、お客様の正常む使用状態において万一故障した場台に、本書記載内容で無料修理を巧ラ 
ことをお約束ずるものでず。 

記 

1. な証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、機器本体を対象としまず。 

保証期間中故障が発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼できない場合には、フリーダイヤル 
または別添の r 連絡先一覧表」をご覧の上、お近くのリンナイす社•支店•営業所•出張所などにご相談ください。 


.) 本書にわ買い上げ年月曰、販売店ちの記入のな 
い場合あるいは字巧が書き曾えられた場合。 

) 指定外の燃料の使用、燃料の供給事情による故 
障および損傷。 

■) ご転居などによる熱量変更に伴ラ改造-調整の場 

ム 

杉書は日本国内においてのみち効でず。 
his warranty is valid only in Japan . 

.の保証書は本書に明示した期間、条件のもとにお 
、て無料修理をお約束ずるものでず。従ってこの保 
:書によって、保証書を発行している著（保証責任 
r ) およびそれし U 外の事業著にがずるお客様の法律 
:の権利を制限ずるものではありません。保証期間 
;過後の修理などについてご不明の場合は、お買い 
:げの販売店または別添の r 連絡先一覧表」をご覧 
I 上おおくのリンナイ支社•支店-営業巧•出張 
ザよどにお問い合わせください。 

言正期間経過後の修理、補修巧性能部品の保有期間 
ついて詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


製品についてのお問い合わせは 


本 社 0052(361)8211 干 454-0802 名古屋市中川区福住の2蚕26号 北ミ毎道ま店 行日11に81に己06 

関東を社 003(347 り9047〒14日-0002東京都品川区東品川 1-6-6 新潟す店 行日25に 47)661 日 

東京ま店 003(3471)9047 〒 140-0002 東京都品川区東品川 1-6-6 中部ち社 《日日 2(363)8 日01 

化関東ま店 0048(667)4321 干 331-0811 さいたま市：!ヒ区吉野の1下目39已 -1 関西支社 《日6(6786巧612 

東関東ま店 0043 (273)3360 干 261-0026 千葉市美お区幕張西 2 T 目7-] 中国支店 行082に 77)5131 

南関東ま店 0045(320)3051 干 221-0856 横お市巧蔚 II 区兰ツミ尺上町4蚕] 0号 四国す店 行日87旧2 1)8 日己巳 

東北ま社 0022(288)3251 干984•日0：38仙台市若林区伊在字東通 20-1 九州支社 «092(28 1)3234 


〒日 60-0031 札幌市中央区北一条東2 T 目 
干95日-0864新漏市東区紫竹2下目] - 74 
〒 454-08 日2名古屋市中り I 区福住町2番26号 
干55日 -001 4大阪市西区北堀江3 T 目 ] 〇番21号 
〒 733-0833 広島市西区商エセンター4 T 目 2-1 
干76日-0066高お市福岡町2 T 目1 ] き已号 
〒 812-0029 福岡巿博を区古門戸町2番3号 


爹理についてのお問い合わせは1 

^ 0120 - 054-321 



に0008 -032 X 06 00) 
12072 5® 
06000005269340 


4. 本保証書は再発巧いたしませんので大切に保管してください。 

5. 保証についての馬定は下記をご覧ください。 

無料修理規定 

(へ 


1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った正 
常な使用が態で故障した場合には、お買い上げの販売 
店またはもよりの当社窓□が無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お 
買い上げの販売店にご依頼の上、お張修理に際して 
本書をご提示ください。 

なお、離島および離島に華ずる遠隔地への出張修理を 
巧った場合には、化張に要する実費を申し受けます。 

3. 保証期間巧でも次の場合には有料修理にむりまず。 
(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故 

障および損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによ 
る故障および損傷。 

(パ）火災、水害、地震、蓉雷、その他の天災地変、 
公害节異常電圧による故障および損傷。 

(二）一般家庭し U 外（例えば、業務用の長時間使用、 
車両、船祀への搭載）に使用された場合の故障 
および損傷。 

(ホ）本書の提示がない場合。 

お買い上げ曰および販売店を 


(卜 

(チ 

4. ^ 

T 

X こ 
い 
罰 
害 
_h 
溶 
_h 

の 

巧 

嫌 

に 


お買い上げ曰 


年 月 


曰 


版 

売 

店 

を 

住 



巧 

電 

話 

番 

号 


修理記録 


年月 曰 

修理巧容 








お客様へ 

この保証書をお受取りになるときにお買い上げ日、販売店名、扱者印が記入してあることを確認してください。 


リン f イ株式会 

干 454-0802 名古屋市中 川 区福住 
TEL 052(361)8211 f 



扱者印 


保証書 



































